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Global Youth MIDORI platform 2025 

国際合同研修参加大学生の募集開始について 
 

国連大学サステイナビリティ高等研究所（所長 山口しのぶ 以下 UNU-IAS）と公益財団法人イオン環境財団

（理事長 岡田元也 イオン株式会社 取締役兼代表執行役会長 以下 当財団）は、「Global Youth MIDORI 

platform ２０２５ 以下 GYM」の国際合同研修に参加する大学生の募集を開始します。 

 

GYM は、生物多様性の損失や気候変動などの地球規模の環境課題の解決に取り組むユース世代の能力を

高めるとともに、ユースに特化したプラットフォームの構築を目的として UNU-IAS と当財団が２０２４年

に立ち上げた共同プログラムです。本プログラムでは、国際社会の意思決定プロセスにユースが有意義な

形で参加するために必要となる知識や能力を育み、持続可能な社会の実現に向けて地域・グローバルレベルで

変革を導くリーダーの育成を目的としています。 

 

国際合同研修は、オンラインで３日間開催され、最終日にはスピーチコンテストを行います。スピーチ

コンテストでは厳正なる審査のもと４名を表彰し、受賞した上位２名には、１１月にブラジルのベレンで開催

される「国連気候変動枠組条約第３０回締約国会議(ＣＯＰ３０)1」に国連大学の代表団の一員として参加

する機会が提供されます。また、国際合同研修終了後も参加者全員が GYM のプラットフォームを通じて、様々

なイベントやプログラムに関与できる機会を設け、ユースへの長期的な成長を支援します。 

 

募集要項 

 
1. 開催日時 ： ２０２５年８月４日（月）〜２０２５年８月６日（水） 

９：００〜１７：３０（日本時間） 

2. 形  式 ： オンライン 

3. 言  語 ： 英語 

4. 応募要件 ：  国内外の公的機関が認定する大学に在籍する正規の大学生(２０２５年５月１日 

時点) 

 英語での研修・議論に参加できる十分な英語力を有する者 

 気候変動または生物多様性の喪失に関する課題に対し、何らかの取り組みを行った

経験がある、または現在取り組んでいる者 

詳細は下記 URL のガイドラインを参照 

https://unu.edu/ias/non-degree/global-youth-midori-platform-gym-2025 

5. 定  員 ： １５名 

6. 参加費用 ： 無料 

7. 応募方法 ： オンラインフォームより申込 https://forms.office.com/r/m4zUf0idsy 
8. 募集期間 ： ２０２５年５月１日（木）〜２０２５年５月１８日（日） 

9. 説 明 会 ： ２０２５年５月８日（木）１６:００〜１７:００ 

UNU-IAS ウェブサイトより申し込み https://ias.unu.edu/jp/events/upcoming 

 

 

 
1 参加する国際会議は、社会情勢やその他の要因により変更となる可能性があります。 



 
 
 
 

【ご参考】 

  

【Global Youth MIDORI platform（GYM)】 

  GYM は、地球環境問題に対する解決策を考案するユース世代の能力を高めるとともに、ユースに特化した

プラットフォームの構築を目的として２０２４年に立ち上げられました。本プログラムは、講義ディスカ

ッションおよびスピーチコンテストで構成される国際合同研修、国連の国際会議への派遣、プラット

フォーム構築活動で構成されています。国際会議への代表団派遣およびプラットフォームを通じた長期的な

人材育成を含む総合的なユース支援はアジア地域で先駆けとなる取り組みであり、各国の環境問題に対する

意思決定へのユースの有意義な参加の機会拡大につながることが期待されています。 

  

 第１回 GYM 国際合同研修は、２０２４年８月５〜７日の３日間、オンラインにて実施され日本および

アジア太平洋地域の８か国１８名の大学生及び大学院生が参加しました。参加者は講義とディスカッション

を通じて生物多様性や気候変動などの地球環境問題の現状と対策を学習した後、スピーチコンテストにて

提言の発表を行いました。また、受賞者上位２名は、２０２４年１０月にコロンビアで開催された生物多様性

ＣＯＰ１６に国連大学の代表団の一員として参加し、公式サイドイベントに登壇しました。 

さらに、２０２４年の GYM 参加者は下記のイベントを含む様々な活動に参加しました。 

 

よこはま生物多様性フェスティバル：地球環境問題の解決へのユースの役割 

https://ias.unu.edu/jp/news/news/side-event-spotlights-youth-capacity-building-climate-and-biodiversity.html 

 

生物多様性ＣＯＰ１６サイドイベント：ユースの声をグローバルな生物多様性の行動へ繋げる 

https://ias.unu.edu/jp/news/news/elevating-youth-voices-for-global-biodiversity-action.html 

 

国連大学イベント：グローバルな政策立案へのユース参画の課題を議論 

https://ias.unu.edu/jp/news/news/challenges-youth-engagement-global-policymaking.html 

 

【公益財団法人イオン環境財団】   

  「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」というイオンの 基本理念のも

と、岡田卓也（イオン株式会社名誉会長相談役）により、日本で初めて地球環境をテーマにした企業単独の

財団法人として、１９９０年に設立されました。以来 多様なステークホルダーの皆さまとともに「植樹」

「助成」「環境教育・共同研究」「顕彰」 の４つの事業を中心に活動を実施しています。現在は、持続可能

な地域の実現を目的に新たな里山づくりにも取り組んでいます。  

  

【国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）】  

 国連とその加盟国が関心を寄せる緊急性の高い地球規模課題の解決に取り組むという使命を持つ国際連合

大学（UNU）の研究所として、２０１４年に設立されました。東京に拠点を置き、「持続可能な開発のための

ガバナンス」、「生物多様性と社会」、「水と資源管理」、「イノベーションと教育」という４つの研究テーマ

領域の研究を推進するとともに、修士・博士課程、ポスドクフェローシップ、ならびに短期集中コース

を提供しています。また、高校生を対象とした環境活動コンテストや普及啓発等、ユース世代の取り組み

を推進する活動を行っています。  

 

【本件に関するお問い合わせ先】  

  国連大学サステイナビリティ高等研究所 丹野  

ＴＥＬ０３−５４６７−１２１２    e-mail: IAScomms@unu.edu 
 公益財団法人イオン環境財団 天野 

  ＴＥＬ０４３－２１２－６０２２  e-mail: y_amano@aeonpeople.biz 


